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磁
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ト
ク
て
ク
並
に 

露
國
外
相
ィ
ス
グ
オ
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鐵
同
观
條
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參
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れ
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西
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句
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篇
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條
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條
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茸
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.
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.
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應
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條
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茸

0
は
へ
一)

ヱ
1

ゲ

海 

岸
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岸
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萠
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條
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。
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湖
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右
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岸
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又
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岸
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熱
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鐵
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岸
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第
十
糌

(

四六六)

論

說

-

最
近
の
巴
爾
粋
間
‘賊
 

笫
四
m

1
'

ア
ょ

6
逐
ひ
れ
る
列
强
は
、他
に
於
て
多
少
の
報
償
を
寵
爾
比
に
與
ふ
る
の
道
を
講
す
べ
か 

b
,し
な

.
h

M

i
 

;

に
列
强
は
何
等
®
爲
す
所
な
：か
ち
：含
。塞
爾
找
好
ア

 ̂v

 
ニ
ア
潘
界
線
典
他
に 

就
‘わ
て
意
：を
安

.

*

6轉
き
も
の
ぁ
り
れ
.る
を
以
セ
、講
和
條

.約
の
'調
印
に
先
ち
て
相
：當
の
協
議 

を
遂
げ

.置
か
ん

.こ
と
を
，希
望
し

^
.
'は
附
屬
文
書
中
に
相
當

'の
#

留
.を
：爲

.
^
®か
ん

.
i.觀
し
れ

. 

b
o#
臘
及
モ
シ
テ

_ネ
グ
ロ
も
亦
塞
爾
比
と
憂
を
同
：ぅ
す
る
も
の

‘
 

>
9
れ
る
を
以
て
、彼
等
‘は
相 

典
.に
»

和
條
約
の
調
印

S

'
躇
し
た
办
。然
る
に
列
强
外
交
家
は
、唯
眼
前
の
講
和
問
題
を
速
に 

.落

着

せ

し

む

る

に

腐

心

し

て#

來
に
深
憂
大
輕
を
遺
す
こ
总
顱
み
ざ
ぅ
き
。五
月
ニ
十
七
：日 

{千
九
亩
十
三

.年)

英
國
外
推
グ
レ
ー
は
員
强
を
代
表
し
て
巴
爾
幹
諸
國
全
權
委
員
に
强
硬
な
る 

響
吿
を
與
へ

T

巷
し
諸
，君
に
し
て
今0
0 
.和
條
約
に
調
印
す
，る

.

.の
意
な
し
と
せ

.ば
、最
早
偸
.敦
に 

滯
在
す
る
を
耍
せ
ざ
る
べ
し

』

i
斷
言
し
、以
て
其
，の

調

印

を

迫

れ-:
;!
>五
月
三
十
日
の
偷
敦
廣
約 

は
斯
の
如
く
に
し
て

.®
結
せ
ら
れ

.れ
る
な

-
^
。
. 

.
:
'
*
.

耍

す

る

に

塞

爾

比

は

偷

敦

會

議

に

於

.て

夠

强

の

爲

に

ア

,

パ
ー
て

ァ

m

m

を

强
'制
せ
ら
れ
、然 

も
何
等

0
代
偾
を
與
人
ら
れ
#
。即

ち

*

つ
て
教
牙

î

ff
i
麟
地
分
割
法
改
訂

'0
直
接
談
判
を 

開
く
の
外

.

.
な
き

'に
至
れ
ぅ
。

0'

こ
囘
巴
爾
幹
戰
役
の
原
因
は
實
に

.此

.に
存
す
对
强
外
交
家

k
.巴

爾
幹
政
治
：

.地
圖
の
製
作
：に

午
#
:し
、强

‘
允
烕
赝

.令
加
べ
て
苹
和

.囘
復
.を

促
し
-た
 

る
^

ん
ぞ 

知
ら
ん

是
H

-M
^

m

R

mを
誘

.致
す

.る
所
以
な

&
し
な

b

M
填
.は
寧
ろ

手
を
拍
今
て
之
を
喜 

:

び
れ

も
な
ら
ん
も
、露

英
怫
は

*
し
て
如
何

'の
感
を

肩
せ
し
や
。

2
國
協
，
商
諸
撋
が
偷
敦
會
_
に 

於
て
.塞
爾
比
を
見
殺
し
义
爲

し
れ
る

は
、當
時

.の

.列
强
協

..調
を
維
持
す

.る
'上
R
於
て
、已
む
を
导 

ざ
々

し
な

ち
ん
も
、其
の
遂
に

巴
爾
幹
政
.局

の
大
潰
裂
を
惹
起
し
允

る
は
、
即
ち
大
失
敗
に
非
ず 

し
て

何
ぞ

や
®

:

第
二
囘

0
巴
爾
幹
戰
役

は
、偸
敦
條
約
調
印
後
僅
か
ね
，

〗

ケ
月
に
し
て

破
裂
し

^
i

m

爾
此 

.は(

ご
ァ
ド
リ
ア
海

’に
出
づ
る
能
は
ざ
る
事

(

ニ)

勃
牙
剎
が
豫
拗
發

.ら
れ
ざ

6
し
ア
ド
リ
ア

ノ
ー 

.ブ
ル

«
得
を
爲
せ
る
事

(

三)

對
土
戰
爭
の
際
塞

'爾
比

.ょ
：$
豫
定
以
上
；の
援
兵
を
勃
牙
利
に
與
，へ
 

”

る
躍
等
を
理
由
へ

/

」

し
て
、怔
服
地
分
配
密
約
や
改
訂
を
粟
求
し
た
る
も
、勃
牙
，利
は
之
に
靡
せ 

ざ
6
.し
な
ぅ

'#
塞
密
約
中
に
未
決
地

®

ヾ

」

爲
せ
る
部
分
，に、就

.て
は
、勁
牙
利
も
露
帝
の
仲
裁
.を 

請
ふ
に
間
意
せ
る
も
ダ
ア
ル
ダ
介
河
右
岸
一
帶
の
地
方
言
ナ
ス
；チ

I

ル
を
合
む

)

：を
與
ふ
ベ
し 

i

の
寒
爾
比
の
要
求

-に
對
し
て
は
、

^
牙
利
は
斷
然
反
對
し
た
る
な
り
。又
露
國
蟲
帝
は
巴
爾
幹

第
十
潘
‘

ス
四
六
七

)

論
激
最
近
の
け
爾
龄
即
跞

 

0

^

J

 

•



し

餓
十
卷

S
六八)

論
‘

說
最
近
の

B
爾
蹄
溫
 

<
四
霞
.

パ承西

if
ス
タ
ク

H

a
の
f
t
.究を

!,
て
讲
，常
に
憂

慮

し

大

に

調

停

れ

努

め.焚
る
も
徒
勞
に
歸
し

'̂
る
' 

な
&
簠
し
，
®
帝
は

r

や
，v 

二
ァ
間
題
に
於
て
塞
昏
此
を
見
殺
む
と
爲
し
介
る
の
關
係
も
ぁ
り
、
 

勃
塞
密
約
改
訂
問

®

^
於
て
铽
、大

.U
塞
爾
此
收
同
精
を

.寄
せ
た
；
^
と
雖
も
、然
も
又
#
牙
利
に 

對
し
て
極
度
の
滕
：迪

を

加
^
得
^

る
事
.猶
も
存
し
拉
る
：が
：如.し
。六
：月
上
曳
千
.九
百
十
三
年

)

勃 

牙

彳

の

名
^
相
ゲ
シ
ョ
フ
が
突
然
辭
職
し
、衆
議

0

0

長
，ダ
：ネ
フ

.之
に
代
つ
て
新
內
開
を

«1
«. 

た
る

®
偷
敦
タ
ィ
ム
ス
过
其

#
犄
“

い
て

*:
.0
鈿
く
報
遨
し

^

^
。
/

，
條
約
改
訂
：輝
題
に
關
し
、塞
爾
比
似
一
二
月
第

-
週
虹
始
め
て
之
を
勃
牙

^

ど
0

w

is
l

i
に 

咋
迖
み
た
り
。當
時
之
を
發
表
せ
ん
に
は
、

±

耳
St
の
_

抗
心
を
强
む
る
の
處
ぁ
り
た
る
を

P
 

て
之
を
秘
し
た
り
。次
で
ァ
ド
リ
ァ
ノ
ー
ブ
ル
陷
落
の
後
、勃
牙
利
は
大
擧
チ
ャ
タ
,
ジ
ャ
を 

攻
め
ん

i

て
大
準
備
を

^

せ
り
。露
掘
は

^
シ
ス
ー
ク
ン
チ
ノ

1

ブ

ダ

$

險
を
思
ふ
て
之
を 

带
止
し
其
代
り
條
約
改
紅
問
题

;|
'
.
:
.
付

«

爾
此
を

:'
:

て̂

(«
約
の
親
班
に
從
は
し
妁
ん
こ
ビ
を 

勃
.牙
利
に
約
し
れ
：り
。撕

_く
て
勃

.牙
利
は

«

•»
の
，.盡
カ
の
下
に

±

¥

其
ネ
休

«

し
た
办
。次
で

偷
敦
の

.離
■和

#

*
と

®
'
>

#土
'1

1
属
委
盤

«

速
に

'
:綱
印
常
ん

1

欲
し

'た
る
も
、寒
爾
比

i

希 

0
1
.
は
歆
，
.々

，の

註

文

を

提

樹
し

て
‘，
®

を
延
'引

.t
し

め

た
^V。
而
.し

て

樂

爾

.&
,1
此

過

を

呵

：

II
1I
1.1

I

.1
|
顏
I

.

I
I
II
1
1
m

I

Ip

用
し
.て
_
异
に
於

-て
條
約
改
訂
の
事

.に
努
力
せ
か
。
»；
の
如
何
に
し
‘て
露
國
政
府
を
動
か
し 

た
る
か
，は
不
明
な
る
も
、
®

■
に
：角

*

和
條
約
調
印
の
少
し
前

.に
於
て

.露
西

35
は
前
約
に
も
拘 

ら
ず

#

牙
科
政
府
に
向
ひ
、蕾
に

■

藜
ニ
隱
間

0:
係
箏
地
熒
即
ち
来
決
地
帶

0
み
な

£
 
t
M
.

,'
に
同
地
帶
外

0'
ク
ラ
ト
グ
オ
、グ文
レ
メ
及
グ
ル

グ
戈
ダ
ォ
の
地
區
を
寒
爾
比
に
與
へ

ん

こ 

と
を
勸
誘
ぜ
り
。而
し
て
其

0-
趣

ft
.と
す
る
所
は

^

和
及
同
盟
の

*

持

.の
爲
に
此
_
步
を
必 

w

i
す
i
 

5

に

管

fe
羞

に

於

て

グ

.シ
ョ
フ
は
辭
職
す
る
事

^
な
纟
れ
る
な

P
, 

果
し
て
之
を
以
て
尠
實
な

h

i
せ
ぱ
、露
西

®

ft
西
に
於
て
ァ
火
パ
二
ァ

M

M
に
關
す
る

^
 

强
間

0'
紛
糾
を
恐
れ
て
塞
爾
比
に
讓
步
せ
し
办
、以
：て

.同
國
：に
對
す
る
逍
德
上
の

M

債
を
作
る 

i

同
時
に
、東
.に
於
て

コ
ン
メ
タ
ン

チ
ノ

 

V

T

ブ
ル
に
關
ず
る
疑
惧
の
爲
に
勃
牙
利
の
進
擊
を
制 

业
し
て

3 1
« ;

ぅ
に
密
約

.
改
訂

0
件
に
就
い
て
奉
爾
比
を
肋
け
ざ
る

0
»

約
を
餌
、
へ
以
て
±

S
 

道
德
上
の
負
債
を
返
' 

濟
し
得
ざ
る
の
窮
地
に
陷
b

把
る
な
り
®

西
5 S

ゆ
調
停
運
動
が
不
成
功 

に
終
义
塞
爾
比
は
，唯
劍
に
依
つ
て
勃
宇
科
と
0 '
_

議
を
決
す
.る
の
外
な
き
に
至
れ
る
も
碗
に

E L
^

^

#

.^
.

と
.|1
|
.
.は
ざ
る
可

.?)
^

.

^

.0
'

'

■.'.

' 

, 

..

ょ
レ
三
十
0

:

に
：軍
る
夜
に
於
て
、不
規

'■
為
"

^

^

へ
也
プ
ブ
ゾ
.
;
输
.

.

說
-
.
.
.
.
.
:

最
胤
-
の
，61.
.爾̂

間*

' 

.
ぉ̂

^

.

.

五
~£
'
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m

最
近
の
&
爾
故
間
瓶
 

i
 

i
,

Ji
l
な
る
姒
態
の
中
に

K

せ
&
れ
れ

&
。希
臘
は
塞
爾
比

ビ
W
約
を
結
ん
で

^
を
愛
け
、モンゝ
グ 

ネ
グ
ロ
も
亦
起
て

I
加
ふ
る
に
勃
牙
利
の
外
交
上
の
不
用
意
は
羅
馬
尼
®
の
俊
入

^

な
り
、乂 

土
耳
北

(

职
の
洱
攻
擊
と
な
り
、勃
牙
利
は
四
面
に
敵
を
受
け
て
悲
慘
な
る
敗
衂
を
齪

3
れ
る

1;

7

八
月
十
旦
千
九
西
十
三
年

)

太
屈
辱
の
ブ
力
レ

.ス
ト

.講
和
條
約
に

_

印
せ
ざ
：る

-を
得

.ざ
る
事
'琴

な
‘れ

り

、此
修
約
に

依
ぅ

勃
牙

利
は
マ

セ

ド

，
广
に
於
て

(
〗
)

塞
爾
比
と
は
ナ

P 
二
力

の

北

方

に

,
. 

位
す
る
ド

.イ
ラ

，
湖

よ

り

ス
ト
\

d

ツ
ア
の
西
を
迂
廻
し
て
北
上
す
る
の
線
に
依
つ
て
隹
麂 

を
爲

し(

二
.

)

希
臘

i

は
ド

イ
ラ

ン
，湖
よ
り

略
眞
直

に
ー
束
に
向
ひ
て
メ

ス
タ

河
に
達
し

m

可rr 

, 

y

 

下
る
の

線
を

以
て

‘擬

i
爲
し
、又(

三)

衆

北
部

勃

牙
利
に
於
て

ダ
ニ

ユ
ー
ブ
河
岸
の
ツ
ル
ツ

カ
イ 

悉

南
の
地
點
よ
办
取
に
下
り
て
パ
ル
，チ
ッ
ク
锶
の
南
に
至
る

1
線
を

_
し
、其
以
外
の
地
を
羅 

:M
尼
に
割

讓
し
た
'り

#

.

臘
と
塞

爾
比
と
の
境
界
は
、ド

イ
ラ

X

湖
よ

K
西
南
に
向

ひ

、
、
グ

オ

‘
'
デ

ナ 

の
北
を
經
て
ブ

R
ス
パ
湖
，の
南
端
に
至
る

5£
'に
又
勃
牙
利
は
九
月
ニ
十
，九
日
土
邳
其
ミ
結
ノ
べ

.

,

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
フ
ル
部
和
條
約
に
依
ぅ
、戈

1
ゲ
海
岸

.マ
リ
ツ
ア
河
口
よ

P

北
上
し
、モ
 

ン
ト
一
ス
I

於

で
同
‘
#

を
剡
れ
で

稍
西
に
曲
が
' 

力
、オ
ル
タ
/.コ
イ
及
ん

ヌ
來
フ
ア
パ
シ
ア
の
束
を 

I

通
過

:し
、そ
れ
上
り
北

*

に
向
ひ
て
、
.レ
ス
グ
ア
ヤ
河

.ロ
の
ス
グ
チ
チ
，ス

•ぺ
フ
ア
ン
に
至
る

7

象

を
以
て
土
ま
間
0

獠
界
ミ
爲
し
、其
以
外
の
.

難
を
±

洱
其
に
.

還
附
し
.

れ
り
。ア
ド
リ
ア

>

 

1

ブ
ド 

.

及
’

ル
^

.

^
:^
:

セ
'

は
其
中
に
合
去

「

る
。

：
.
.
：

.

勃
牙
利
は
第

一

囘
の
巴
爾
斡
戰
役
に
於
て
最
も
功
勞
ぁ
り
た
る
に
も
拘

&

ず

#;
食
也
の
處 

分
に
於
て
餘

&

に
硬
情
を
張

A

且

外
交
上

0

細
心
を
紙
き
作
る

^

爲
め

"
&
'爾
幹
琢

1國

0
:包
，圓

. 

、攻

«

を
受
け
、遂
に
翁
の
如
き
大
損
害
を
蒙
ぅ
作
る

.

.は
、自

M
-
$
得
i

は
®

へ
ボ
に

0 

f

こ
.
^
へ
 

た
i

丨

グ

海

岸
!;
於

て

テ

ロ 

ニ
力
を
希
職
に
奪
は
れ
る
勃
牙
刺
は
、少

^

く

も

力

；
め
ア
ー
ス 

游

を

倮
H

欲

し

，
ブ
承

X

 

>

ト

嘉

.に

於

で
.

K

 

S

 

?

.

る
：
所
f

 

i

西
®

は
，敗 

傲

の

勃

牙

利
•
に

同

情

を

寄

せ

：
て

之

を

助

け

、鱗

太

利

寒

褰

0

m

£

制

す

备

の
!i
0
M
,
ょ
h

.
動
：
 

牙
矛

0
希
蕻
を
達
せ
し
め
ん
ヒ
欲
し

^

る
も
、希
臘
；に

'好
意
を
有
す
る

(

佛

獮

i

tt
M
.

つ
，
1:
霉 

換
i
皮
對
の
態
度
を
執

6
、遂
に
力
？

ラ
を
希
職

'0
枣
に
領
有
甘
し
め

代

h
露
塊
は
^
为
ド 

ヌ
i

條
約
鼸
印
後
に
於
で

も
其
.の
改
訂
を
保
留

^

’少
な
ぐ
も

#
牙
利
を
し
て
力
ダ

T
ラ
を
恢 

復
せ
：し
め
ん
客
欲
し
た
る
も
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